
岡山県教育庁義務教育課学力向上担当の先生方へ
平成２９年５月１５日 No.３

左のグラフは、Ｈ２８年度全国学力・学習状況
調査の学校質問紙の結果で、「授業中の私語が少
なく落ち着いている」に対して肯定的な回答をし
た学校の割合が増加していることを示しています。
新県調査では、児童・生徒質問紙に同様の項目
があり、児童生徒の側からも、客観的データに基
づいた検証を行うことや、個別の実態を把握する
ことが可能になります。

今の時期、児童生徒の行動に次のような変化が見られませんか。
「ノートの字が雑になった」「家庭学習に対する意欲が下がっている」
「忘れ物が増えてきた」 「作業に取りかかるまでの時間が増えた」など。
変化に気付いたら、早期に適切な指導を行うことが大切です。終礼等を活用し、生徒
指導担当とも連携しながら、学級担任や教科担当に児童生徒の様子を見取る視点を伝
えるとともに、指導の在り方について、全職員で共有する場を設けましょう。

学習基盤を確立するための規律

Ｐ．８、９

学び合う学習集団づくり

Ｐ．９

授業外での学習の充実

Ｐ．１０

全職員が一丸となった取組の徹底 ゴールの明確化 個々の役割の充実

・経年的な学校の弱みの克服
・定着度の低い児童生徒のための取組

・１学期に取り組むべきこと
・１年間を通して取り組むべきこと

・全職員がすべきことを「徹底」する
・取組の見える化と好事例の共有

○「達成した具体
的な姿」を共通
理解しているか。

○定量的・客観
的な検証がで
きるか。

○学び合う学習集団
づくりを充実させる。

○個に応じて、必要な
指導を学校生活全体
を通じて行う。

Target（焦点化）

Plan（計画）

Do（実践）

確かな学力を身に付けさせるためには、落ち着いた学習環境づくりが何より大切です。年度始
めから１か月が経過した今、「岡山型学習指導のスタンダード」の授業を支える学習基盤を基に、
取組を再確認し、落ち着いた学習環境づくりの更なる徹底に向けて、全職員が一丸となった取組
を充実させましょう。

岡山県マスコット
「ももっち」


